
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

6300
実績 6036
目標

目標

実績

目標

実績

受託件数により、雇用の活発化がわかる 件

H21

実績値
単位指標設定の考え方

実績

H19 H20

評価者
氏　名

伊室春利 連絡先
22

(内線)

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

160500

産業振興部商工観光課

終了年度 平成

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

15,60015,550

16,480

平成２１年度 計画内容

15,600 13,600

2,000
13,60053,600

高齢者いきいき生活支援事業補助金

シルバー人材センター運営費補助金等

13,600
20,000

18,480 16,480

目標

実績

目標 1033
実績 974

2,880

シルバー人材センター運営費補助金等

全国・三重県シルバー人材センター負担金

13,500

　 　

年度

13,600

　
シルバー人材センター運営費補助金等

全国・三重県シルバー人材センター負担金

13,500

関連事業
年度

　委託先

平成２０年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

市内在住の高年齢者

（※対象件数

根拠法令・要綱等 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

1071

＊高齢者職業相談を年１０回開催した。
＊伊賀市シルバー人材センター運営に伴う補助を行った。

団塊の世代が60歳を迎え、少子高齢化に伴う人口減少社
会の下で、活力ある経済社会を維持していくためには、年
齢、性別を問わず能力に応じ働くことが出来る社会をつ
くっていくことが必要である。健康寿命・子育てに係る対策
として実施される高齢者いきいき生活支援事業に補助を
行う。平成２２年度に会員の活動拠点として作業、研修、
会議等の用に供する施設ワークプラザを整備する。平成
２１年度から健康福祉部主催の「転倒予防教室」時にも高
齢者職業相談を実施する。

(千円)
シルバー人材センター運営費補助金等

全国・三重県シルバー人材センター負担金100

　

全国・三重県シルバー人材センター負担金

2,000

委託
進
　
捗
　
状
　
況

年度

工事

事
業
内
容

開始年度 平成

事
業
目
的

基本計画該当頁

16

施　策

169

備
考

成果（どうなるのか）

事
業
内
容

15,450
100

4

状
況
変
化
等

　

金  額

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

　

平成１９年度 決算内容

高年齢者の雇用の創出が図れ、経済的自立が促進される。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容

100

15,550事業費計(A)
　 　

　 Σ

人件費（Ｂ） 0.4 人 2,880

18,430

人件費（Ｂ）

　

0.4

事業費計(A)
　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

13,600

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 2,880 人 2,880

事業費計(A)

16,480

　

　 (千円)

全国・三重県シルバー人材センター負担金

40,000

(千円)

100
13,500

　

0.4

Σ 13,600

13,600

　

人 2,880

　　 　
Σ

シルバー人材センター運営費補助金等

ワークプラザ整備

　 　 　
事業費計(A) 　 53,600

13,500
100

56,480

0.40.4 人 2,880 人件費（Ｂ）

労働費

　 　

　 (千円)

労働諸費

シルバー人材センター運営費等経費

シルバー人材センター運営費等経費

15,600　 Σ

総合評価 事業の方向性

9672

2750

事業の成果を測る指標

人材センターに対する仕事の受
託件数

評価項目 ポイント

53,600

シルバー人材センター運営費補助金等

全国・三重県シルバー人材センター負担金

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

高齢者の豊かな経験と技術の活用を図りながら生きがいと活力ある地域社会づくりを目的に設置されているシルバー人
材センターの自主運営に向け、国とともに支援していく責務がある。

平成２０年１１月頃からの不況により、受託件数が昨年度より減少した。

会員数は目標には達していないが昨年度より増加している。

法に基づく国の支援とともに市も補助金を支出しているものであるが、将来的には自主運営が望まれるもので、市の補助
金を一部減額した。

(千円)

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

16

人0.4

13,600
　 　
　 Σ

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

ワークプラザ奨励金（補助率１／２）

33,600 13,600
13,600

13,600
13,600

13,600

地域活性化・経済危機対策臨時交付
金

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳 15,550

15,550

評価項目についてのコメント

効率性

4

3

必要性

有効性

3

3

達成度

改善についての取り組み

　

100
13,500

事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 金  額単位単位 数量

区分

会計

項

名               称

530

46

事業名

基　本
施　策

細目

細々目

款

コード

シルバー人材センター運営費等経費

地元に魅力的な雇用の場をつくる
目

女性や高齢者などの雇用促進

コード 名            称

01

05

一般会計

労働費

01

01

02

102

6200

6278

目標

実績

6450 6500

H22

1088

Ａ 現状維持 受託の業種の拡充及び事務費経費の見直しを働きかけ、ワークプラザ整備後平成２４年度までに１０％程度削減する。

目標値

目標 ― 目標

実績

1088

16

1008
目標 10
実績 10

人

回
10

実績 10

シルバー人材センター会員数

高齢者職業相談
目標

ソフト事業

活動指標 単位
実績値

H19 H20 H21 H22

目標値

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


